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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 58,800 36.1 6,928 776.4 6,829 527.8 4,590 ―

22年3月期第2四半期 43,212 △34.8 790 △88.0 1,087 △84.5 △521 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 91.47 ―

22年3月期第2四半期 △10.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 94,877 74,976 72.9 1,377.42
22年3月期 94,634 73,792 71.6 1,350.16

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  69,131百万円 22年3月期  67,763百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 13.00 ― 13.00 26.00

23年3月期 ― 16.00

23年3月期 
（予想）

― 16.00 32.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 113,000 16.6 11,700 110.2 11,500 89.3 7,800 246.6 155.41



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注記事項等について
は、添付資料の３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （３） 連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  52,644,030株 22年3月期  52,644,030株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  2,454,858株 22年3月期  2,454,695株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  50,189,278株 22年3月期2Q  51,639,630株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間の業績は、各国政府の自動車購入支援策や景気回復に伴い主にアジア地域で二輪車需

要が大幅に増加した結果、売上高は58,800百万円（前年同期比36.1％増）、営業利益は6,928百万円（前年同期比

776.4％増）、経常利益は6,829百万円（前年同期比527.8％増）、税金等調整前四半期純利益は6,799百万円（前年

同期比801.6％増）、四半期純利益は4,590百万円（前年同期は521百万円の四半期純損失）となりました。 
  
   セグメントの業績は次のとおりであります。 

 ① 二輪車用クラッチ 

 景気回復に伴うアジア地域における二輪車需要の大幅な増加に加え、輸出用の大型二輪車及びＡＴＶ（バギ

ー車）用クラッチ販売が堅調に推移したことにより売上高は33,473百万円、営業利益は5,004百万円となりま

した。  

 ② 四輪車用クラッチ 

 主に各国政府による自動車購入支援策により主要顧客向け販売が増加したことに加え、フォード向け及び中

国における主要顧客向け販売が大幅に増加したことにより売上高は25,326百万円、営業利益は1,924百万円と

なりました。  
  

  地域別の状況は次のとおりであります。 

 ① 日本 

 エコカー補助金・減税の恩典等もあり環境対応車への需要増加に伴う四輪オートマチック車用クラッチ販売

や、輸出用の大型二輪車及びＡＴＶ用クラッチ販売が堅調に推移したことにより売上高は16,090百万円（前年

同期比35.5％増）、営業利益は1,581百万円（前年同期は1,196百万円の営業損失）となりました。  

 ② 北米 

 主要顧客向け四輪オートマチック車用クラッチ販売が堅調に推移したことに加え、フォード向けも大幅に増

加したことにより売上高は11,836百万円（前年同期比29.3％増）、営業利益は1,127百万円（前年同期比

320.5％増）となりました。  

 ③ アジア 

 景気回復に伴うインドネシア、タイ、インド等における二輪車用クラッチ販売の大幅な増加に加え、中国に

おける四輪オートマチック車用クラッチ販売も順調に推移したことにより売上高は28,227百万円（前年同期比

42.1％増）、営業利益は3,742百万円（前年同期比216.1％増）となりました。  

 ④ その他の地域 

 ブラジルにおける二輪車需要の回復により売上高は2,645百万円（前年同期比13.9％増）、営業利益は323百

万円（前年同期比204.9％増）となりました。   

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期末の総資産は94,877百万円となり、前連結会計年度末に比べ243百万円増加いたしました。流動資

産は48,928百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,381百万円増加いたしました。これは主に現金及び預金が

3,713百万円増加したこと等によるものであります。固定資産は45,949百万円となり、前連結会計年度末に比べ

3,137百万円減少いたしました。これは主に有形固定資産の減少2,370百万円及び投資有価証券の時価評価等による

減少632百万円によるものであります。  

 当第２四半期末の負債合計は19,900百万円となり、前連結会計年度末に比べ940百万円減少いたしました。流動

負債は15,418百万円となり、前連結会計年度末に比べ473百万円減少いたしました。これは主に未払法人税等の減

少1,262百万円等によるものであります。固定負債は4,482百万円となり、前連結会計年度末に比べ467百万円減少

いたしました。 

 当第２四半期末の純資産は74,976百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,183百万円増加いたしました。これ

は主に投資有価証券の時価評価によりその他有価証券評価差額金が382百万円、為替換算調整勘定が2,187百万円そ

れぞれ減少したものの、利益剰余金が3,938百万円増加したこと等によるものであります。 

  

 〔キャッシュ・フローの状況〕 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は19,520百万円となり、前連結会計年度末に比

べ4,046百万円増加いたしました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動の結果増加した資金は7,262百万円となりました。 

 主なプラス要因は、税金等調整前四半期純利益6,799百万円、減価償却費3,400百万円等であります。主なマイナ

ス要因は、法人税等の支払額2,837百万円、売上債権の増加額944百万円等によるものであります。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は1,376百万円となりました。 

 主な要因は、有形固定資産の取得による支出2,048百万円等によるものであります。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動の結果使用した資金は1,175百万円となりました。 

 主な要因は配当金の支払額1,162百万円（内、少数株主への配当金の支払額509百万円を含む。）等によるもので

あります。   

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  通期の連結業績予想につきましては、エコカー補助金打ち切りによる影響、円高の進展及び原材料の高騰等によ

る影響が懸念されますが、主にアジア地域における二輪車用クラッチ販売の堅調な推移が見込まれることに加え、

第２四半期連結累計期間の業績の反映も踏まえ、平成22年４月26日に公表いたしました連結業績予想を次のとおり

修正しております。 

  （連結業績予想）  

※ 主要通貨の第２四半期連結累計期間実績、第３・第４四半期連結期間及び通期の想定為替レートは次のとおり

です。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理）  

① 固定資産の減価償却の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。な

お、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益  

     百万円    百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回予想（Ａ）  110,000 10,000 10,500  7,000 139.47

今回修正予想（Ｂ）  113,000 11,700 11,500  7,800 155.41

増減額（Ｂ-Ａ）  3,000 1,700 1,000  800 －

増減率（％）  2.7 17.0 9.5  11.4 －

（ご参考）前期実績 

（平成22年３月期）  
 96,943 5,566 6,075  2,250 44.10

  
第２四半期連結 

累計期間実績 

第３・第４四半期 

想定レート  
通期想定レート 

  円 円 円 

 １米ドル 88.95  80.00 84.47

 １タイバーツ 2.80  2.69 2.75

 １インドネシアルピア    0.0100 0.0093     0.0097 

２．その他の情報



  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更） 

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用   

  第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日

公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年

３月10日）を適用しております。 

  なお、これによる経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

② 「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３

月31日）を適用しております。 

  これにより当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益がそれぞれ０百万円減少し、税金等調整

前四半期純利益が23百万円減少しております。  

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,701 15,988

受取手形及び売掛金 15,613 15,316

商品及び製品 1,826 1,725

仕掛品 2,189 2,212

原材料及び貯蔵品 6,764 6,798

その他 2,837 3,509

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 48,928 45,547

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 21,583 22,179

減価償却累計額 △9,980 △9,765

建物及び構築物（純額） 11,603 12,413

機械装置及び運搬具 59,206 60,836

減価償却累計額 △43,474 △42,879

機械装置及び運搬具（純額） 15,731 17,956

工具、器具及び備品 10,619 10,627

減価償却累計額 △9,083 △8,864

工具、器具及び備品（純額） 1,535 1,763

土地 7,144 7,169

建設仮勘定 1,277 359

有形固定資産合計 37,293 39,663

無形固定資産   

のれん － 40

その他 509 555

無形固定資産合計 509 596

投資その他の資産   

投資有価証券 6,381 7,014

その他 1,817 1,865

貸倒引当金 △52 △53

投資その他の資産合計 8,146 8,826

固定資産合計 45,949 49,086

資産合計 94,877 94,634



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,576 7,498

ファクタリング債務 2,082 1,839

短期借入金 905 885

未払法人税等 483 1,745

賞与引当金 1,176 1,181

その他 3,193 2,740

流動負債合計 15,418 15,891

固定負債   

長期借入金 314 501

退職給付引当金 1,213 1,249

役員退職慰労引当金 12 11

その他 2,942 3,187

固定負債合計 4,482 4,950

負債合計 19,900 20,841

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,175 4,175

資本剰余金 4,566 4,566

利益剰余金 70,401 66,463

自己株式 △3,407 △3,406

株主資本合計 75,736 71,798

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,606 2,989

為替換算調整勘定 △9,211 △7,024

評価・換算差額等合計 △6,604 △4,035

少数株主持分 5,844 6,029

純資産合計 74,976 73,792

負債純資産合計 94,877 94,634



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 43,212 58,800

売上原価 37,972 46,977

売上総利益 5,240 11,822

販売費及び一般管理費   

荷造及び発送費 508 694

給料及び手当 1,089 1,086

賞与引当金繰入額 166 175

退職給付費用 113 146

役員退職慰労引当金繰入額 10 0

減価償却費 110 103

研究開発費 1,366 1,379

その他 1,086 1,308

販売費及び一般管理費合計 4,450 4,894

営業利益 790 6,928

営業外収益   

受取利息 74 60

受取配当金 37 52

持分法による投資利益 66 71

為替差益 36 －

その他 127 120

営業外収益合計 342 305

営業外費用   

支払利息 28 19

為替差損 － 381

その他 16 4

営業外費用合計 45 404

経常利益 1,087 6,829

特別利益   

前期損益修正益 31 －

固定資産売却益 9 32

補助金収入 40 40

特別利益合計 81 73

特別損失   

固定資産除売却損 71 19

投資有価証券評価損 － 60

事業整理損失引当金繰入額 245 －

災害による損失 97 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22

特別損失合計 415 102

税金等調整前四半期純利益 754 6,799

法人税等 953 1,648

少数株主損益調整前四半期純利益 － 5,150

少数株主利益 322 559

四半期純利益又は四半期純損失（△） △521 4,590



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 754 6,799

減価償却費 3,715 3,400

のれん償却額 34 40

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △29 △2

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8 △34

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △454 0

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） 245 －

受取利息及び受取配当金 △112 △113

支払利息 28 19

為替差損益（△は益） △138 88

持分法による投資損益（△は益） △66 △71

前期損益修正損益（△は益） △31 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 60

固定資産除売却損益（△は益） 62 △12

災害損失 97 －

補助金収入 △40 △40

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22

売上債権の増減額（△は増加） △1,281 △944

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,278 △477

その他の資産の増減額（△は増加） 6 △69

仕入債務の増減額（△は減少） △145 623

ファクタリング債務の増減額（△は減少） △105 205

その他の負債の増減額（△は減少） △757 156

未払消費税等の増減額（△は減少） 422 132

小計 3,490 9,783

利息及び配当金の受取額 85 336

利息の支払額 △28 △19

災害損失の支払額 △8 －

その他 54 －

法人税等の支払額 △1,505 △2,837

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,088 7,262



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,533 △113

定期預金の払戻による収入 691 444

有形固定資産の取得による支出 △2,530 △2,048

有形固定資産の売却による収入 33 57

無形固定資産の取得による支出 △2 △11

投資有価証券の取得による支出 △15 △16

投資その他の資産の増減額（△は増加） 728 2

貸付けによる支出 △58 △440

貸付金の回収による収入 119 713

その他 40 34

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,524 △1,376

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △147 85

長期借入金の返済による支出 △23 △98

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △822 △653

少数株主への配当金の支払額 △1,488 △509

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,482 △1,175

現金及び現金同等物に係る換算差額 287 △663

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,631 4,046

現金及び現金同等物の期首残高 14,654 15,473

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,022 19,520



 該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  当社グループは、二輪車・四輪車及び汎用機用クラッチの製造販売を主な事業としております。セグメントの売

上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計に占める割合がいずれも90％

超であるため、記載を省略しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．日本以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) 北米…………………米国 

(2) アジア………………タイ、フィリピン、中国、インド、インドネシア、台湾、ベトナム 

(3) その他の地域………ブラジル、英国 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) 北米………………米国 

(2) アジア……………タイ、フィリピン、中国、インド、インドネシア、台湾、ベトナム 

(3）その他の地域……ブラジル、英国、イタリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

(百万円) 
北米

(百万円) 
アジア
(百万円) 

その他の
地域 
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は
全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高               

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 11,877  9,151  19,861  2,322  43,212  －  43,212

(2) セグメント間の内部

売上高 
 5,128  335  472  53  5,989 (5,989)  －

計  17,006  9,486  20,333  2,375  49,202 (5,989)  43,212

営業利益又は営業損失

（△） 
 △1,196  268  1,183  106  361  429  790

  北米 アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  10,209  19,874  2,540  32,625

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  －  43,212

Ⅲ 連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 23.6  46.0  5.9  75.5



 〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

 当社グループは、二輪車用クラッチ事業については主に二輪生産統括が、四輪車用クラッチ事業については

主に四輪生産統括がそれぞれ国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業を展開しております。 

 したがって、当社グループは「二輪車用クラッチ」及び「四輪車用クラッチ」の２つを報告セグメントとし

ております。 

 「二輪車用クラッチ事業」は、オートバイ、スクーター及びＡＴＶのクラッチ等を生産しております。「四

輪車用クラッチ事業」は、マニュアル車及びオートマチック車用のクラッチ等を生産しております。 

  

 ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（単位：百万円）

     （注) １．二輪車用クラッチセグメントにおけるのれんの償却額は40百万円であります。 

        ２．各セグメント利益の合計金額は、四半期連結損益計算書上の営業利益と一致しております。  

        ３．会計方針の変更 

          「資産除去債務に関する会計基準」の適用  

 ２．その他の情報 (3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要（会計処理基準に関する

事項の変更） ② に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

  これにより当第２四半期連結累計期間の二輪車用クラッチ及び四輪車用クラッチのセグメント利益

がそれぞれ０百万円減少しております。 

     ４．追加情報 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

二輪車用クラッチ 四輪車用クラッチ 合計 調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注） 

 売上高           

  外部顧客への売上高   33,473  25,326  58,800  －  58,800

  セグメント間の内部

売上高又は振替高 
  －   －  －  －   －

計   33,473   25,326  58,800  －   58,800

 セグメント利益   5,004   1,924  6,928  －   6,928

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

（１）生産、受注及び販売の状況 

 ① 生産実績 

    当第２四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．金額は販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

② 受注状況 

当第２四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．金額は販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

③ 販売実績 

当第２四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。 

 ２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。 

４．補足情報

セグメントの名称
当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日） 

二輪車用クラッチ（百万円）  33,754

四輪車用クラッチ（百万円）  25,441

合計（百万円）  59,195

セグメントの名称 受注高（百万円） 受注残高（百万円）

二輪車用クラッチ  33,926  5,769

四輪車用クラッチ  25,323  4,184

合計  59,250  9,953

セグメントの名称
当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日） 

二輪車用クラッチ（百万円）  33,473

四輪車用クラッチ（百万円）  25,326

合計（百万円）  58,800

相手先 

前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

本田技研工業㈱  8,303  19.2  11,166  19.0



  

（２）地域別情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．日本以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) 北米…………………米国 

(2) アジア………………タイ、フィリピン、中国、インド、インドネシア、台湾、ベトナム 

(3) その他の地域………ブラジル、英国  

  

（３）海外売上高 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

 （注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) 北米………………米国 

(2) アジア……………タイ、フィリピン、中国、インド、インドネシア、台湾、ベトナム 

(3）その他の地域……ブラジル、英国、イタリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

  

   

  

  
日本 

(百万円) 
北米

(百万円) 
アジア
(百万円) 

その他の
地域 
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は
全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高               

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 16,090  11,836  28,227  2,645  58,800  －  58,800

(2) セグメント間の内部

売上高 
 6,229  283  836  55  7,404 (7,404)  －

計  22,320  12,120  29,063  2,700  66,204 (7,404)  58,800

営業利益  1,581  1,127  3,742  323  6,774  153  6,928

  北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  12,971  28,463  3,314  44,749

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  －  58,800

Ⅲ 連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 22.1  48.4  5.6  76.1
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